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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 5,905 1.8 79 △46.5 96 △43.7 143 449.2
22年3月期 5,802 △0.5 148 ― 170 620.1 26 ―

（注）包括利益 23年3月期 138百万円 （397.0％） 22年3月期 27百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 23.45 23.45 3.1 1.7 1.3
22年3月期 4.28 4.27 0.6 3.2 2.6

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  ―百万円 22年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 6,176 4,779 76.8 776.43
22年3月期 5,450 4,656 84.8 757.69

（参考） 自己資本   23年3月期  4,744百万円 22年3月期  4,623百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 592 △744 584 1,616
22年3月期 496 △126 △14 1,183

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00 18 70.2 0.4
23年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00 18 12.8 0.4
24年3月期(予想) ― 0.00 ― 3.00 3.00 ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,857 △4.7 10 △84.0 22 △68.2 13 ― 2.18
通期 5,937 0.5 113 42.9 138 44.3 76 △46.4 12.57



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 6,252,004 株 22年3月期 6,252,004 株
② 期末自己株式数 23年3月期 140,763 株 22年3月期 149,663 株
③ 期中平均株式数 23年3月期 6,110,115 株 22年3月期 6,094,656 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 5,855 2.0 74 △48.1 91 △44.9 141 456.1
22年3月期 5,739 △0.3 143 ― 166 589.4 25 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 23.20 23.20
22年3月期 4.18 4.17

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 6,110 4,716 77.2 771.79
22年3月期 5,388 4,596 85.3 753.30

（参考） 自己資本 23年3月期  4,716百万円 22年3月期  4,596百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料2ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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(1）経営成績に関する分析 

（当期の経営成績） 

当連結会計年度における我が国経済は、平成23年2月までは企業収益や設備投資に一部回復の兆しが見られたもの

の、平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」及びその後の「計画停電」の影響を大きく受ける中で当年度末を

迎えることとなり、国内経済に与える影響は計り知れず、先行き不透明な状況となっております。 

当社グループが属する喫茶業界におきましては、出店立地の競争や賃料の高騰等様々な課題が顕在化しておりま

す。また、個人消費が低迷する中、低価格化の進行等により予想以上に売上高の増加が見込めない状況にあります。

さらに、東日本大震災による計画停電の影響を受け、予想売上高を大きく下まわる結果となりました。 

このような状況下、当社グループは、平成22年4月カフェ・ルノアール国立南口駅前店、5月六本木ラピロス店、7

月新宿靖国通り店及び銀座1丁目柳通り店、9月池袋北口駅前店の5店舗を新規オープンいたしました。 

また、平成22年4月銀座松屋通り店、5月神田南口駅前店、京急川崎駅前店、ニューヨーカーズ・カフェ高田馬場さ

かえ通り店及びニューヨーカーズ・カフェ駿河台4丁目店、6月川崎銀柳街店、秋葉原店及びカフェ・ルノアール秋葉

原昭和通り店を、7月高田馬場2丁目店、8月ニューヨーカーズ・カフェ水道橋東口店、9月阿佐ヶ谷南口駅前店、新大

久保駅前店、立川南口店及び新宿3丁目ビッグスビル店、10月ニュー秋葉原店、11月市ヶ谷外堀通り店の16店舗を改

装オープンいたしました。 

なお、平成22年7月カフェ・ミヤマ大久保駅前店、9月大崎ニューシティー店、平成23年3月ニューヨーカーズ・カ

フェ銀座マロニエ通り店の3店舗を閉店いたしましたので、当連結会計年度末の店舗数は109店舗になりました。 

その結果、当連結会計年度の業績は売上高は5,905百万円（前年同期比103百万円増）となり、営業利益は人件費の

増加に加え、新開店、改装店舗の費用も増加し、79百万円（前年同期比69百万円減）となりました。経常利益は96百

万円（前年同期比74百万円減）となりました。 

また、受取補償金があったものの、本社売却による固定資産売却損、資産除去債務会計基準適用に伴う影響額及び

減損損失の計上により、当期純利益は143百万円（前年同期比117百万円増）となりました。  

（次期の見通し） 

平成24年3月期における経営環境につきましては、「東日本大震災」が国内経済に与える影響は計り知れず、喫茶

業界におきましても夏場の電力不足に対する節電の影響を受けることは必至と思われますが、当社グループはお客様

に求められる価値観を提供し続けることが出来るよう、より高品質の商品やお客様がくつろげるホスピタリティーあ

ふれるサービスの提供に、引き続き努力してまいります。さらに、環境の変化に応じた適切なコスト管理と継続的な

効率化の取り組みによる収益力の向上を目指し、長期安定的な経営基盤の確立に努めてまいります。 

次期業績予想につきましては、売上高5,937百万円、営業利益113百万円、経常利益138百万円、当期純利益76百万

円を見込んでおります。 

(2）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末の資産は、6,176百万円となり前連結会計年度末に比べ725百万円の増加となりました。 

これは主に、現金及び預金が432百万円増加したこと及び有形固定資産が164百万円増加したこと等によるものであ

ります。負債は1,397百万円となり前連結会計年度末に比べ603百万円の増加となりました。これは主に、短期借入金

が600百万円増加したこと等によるものであります。 

また、純資産は4,779百万円となり前連結会計年度末に比べ122百万円の増加となりました。これは主に、利益剰余

金の増加等によるものであります。 

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,616百万円となり前連結会計年度

末に比べ432百万円増加いたしました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動の結果得られた資金は592百万円（前年同期比95百万円増）となりました。これは主に、補償金の受取額が

395百万円あったこと等によるものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は744百万円（前年同期比618百万円増）となりました。これは主に、有形固定資産の取

得による支出が921百万円と有形固定資産の売却による収入が272百万円あったこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は584百万円（前年同期は14百万円使用）となりました。これは主に、短期借入金によ

る収入等によるものであります。 

１．経営成績
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（キャッシュ・フロー関連指標の推移） 

(注)1.各指標の計算式は以下のとおりであります。 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

2.各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

3.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数(自己株式控除後)により計算しております。 

4.営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フロー」を使用

しております。 

5.有利子負債は、連結貸借対照表上に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象として

おり、また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の「利息の支払額」を使用しております。 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 配当につきましては、業績に対応した配当を行う事を基本にしつつ企業体質の一層の強化と今後の事業展開に備え

る為の内部留保を勘案し、また、株主の皆様にとっての収益性、今後の収益見通し等を考慮しながら、積極的に利益

還元を行う事を基本方針としております。 

 上記の方針に基づき、当期の配当金は1株につき3円とさせていただく予定です。また次期の配当金につきまして

も、当期同様1株につき3円を予定しております。 

  平成19年3月期 平成20年3月期 平成21年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期

自己資本比率(％) 81.9 84.6 86.5  84.8 76.8

時価ベースの自己資本比率(％)  59.9 47.9 45.7  43.4 38.1

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(年)  0.7 0.1 0.3  0.1 1.1

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍)  77.0 263.0 186.1  429.2 205.6
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(4）事業等のリスク 

当社グループの経営成績、財政状態及び株価等に影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがありま

す。 

①喫茶業への依存について 

当社グループは、売上高の大半を喫茶事業によっており、そのため業績は、喫茶事業の取り巻く環境の影響を受け

やすい構造にあります。喫茶業界は価格競争が激しく、各業態に共通して客単価の低下が進んでおり、コスト面での

対応が必要な状況となっております。当社グループの各業態においてもより一層価格競争が激化しつつあり、今後一

層の価格低下が進むものと予想されます。当社グループは、拡大する市場の中でシェアを確保していくためコスト削

減を進め、価格低下に対応していく方針ですが、これらの施策がうまく機能しなかった場合、今後の業績に影響を与

える可能性があります。 

②出店政策について 

当社グループ全体で平成23年3月31日現在、喫茶事業として109店舗を運営しております。今後も店舗の新規出店及

び新業態の拡大を図っていく方針でありますが、今後においても喫茶業として関東地区を重点的に出店を行う方針で

あります。しかしながら喫茶業界では、同業他社の積極的な出店による競合に加え、他業種との競合もあり、来店客

数の減少、売上単価の低下などにより当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。なお、当社グループで

は出店コスト及び管理コストを削減するため、建物賃貸借契約の見直し検討等を優先的に行っております。当社グル

ープの新規出店先の選定に関しましては、入居保証金や賃借料等の出店条件、商圏人口等を総合的に勘案の上決定

し、個別店舗の採算を重視した店舗展開を行っており、当社グループの出店条件に合致する物件がなければ出店予定

数を変更することもあるため、業績の見通しに影響を及ぼす可能性があります。 

③店舗展開について 

店舗の収益性は立地選定の成否に大きく影響します。出店後も競合の出店等、立地環境の外的変化が収益性に大き

な影響を及ぼす可能性があります。したがって当初の利益予想を大幅に下回る店舗が発生する場合には、やむなく店

舗閉鎖をすることがあります。また、賃借人等の事情による契約の終了により、業績が好調な店舗であっても閉鎖を

余儀なくされる場合があります。当社は出店にあたり賃借契約を締結し保証金等を差し入れております。契約時に社

内で審査を行っておりますが、賃借人等に破綻等が生じた時、当該賃借人等に対する差し入れ保証金等の全部又は一

部が回収できなくなり損失が発生する可能性があります。 

④衛生管理について 

商品及び食材の管理に関しては、保健所で行っている衛生検査に加えて、随時各種検査を行っております。また、

独自に策定したマニュアル、指導書に基づき定期的に店舗の衛生状態を確認しております。今後においても衛生面に

留意していく方針でありますが、近年、消費者の食品の安全性に対する関心が高まっていることもあり、食中毒の発

生等衛生上の問題が発生した場合には、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

⑤経営成績の季節及び天候の変動について 

当社グループの事業は、季節の変動や天候の変化及び各地域、国際的催事等が業績に影響を及ぼす可能性がありま

す。 

⑥人材の採用及び育成について 

当社グループは、優れた人材の採用及び育成を最重要課題の一つとして認識しており、主に以下のような施策を実

施しております。 

1.業界・経験を問わない即戦力化のための中途採用、組織活性化のための新卒採用の実施 

2.能力主義を基本とした、職位資格制度、人事考課制度の実施 

3.社内研修制度による理念教育及び実務教育の徹底 

これらの施策がうまく機能せず、当社グループの求める人材の確保や教育が計画どおりに行えない場合には、当社

グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

⑦個人情報の漏洩について 

当社グループは、多数の個人情報を保有しており、適正管理に努めておりますが、万が一個人情報の漏洩や不正使

用などの事態が生じた場合には、社会的信用の失墜、損害賠償請求の提起等により業績に影響を及ぼす可能性があり

ます。 

⑧事故、自然災害について 

当社グループは、事故・災害等で店舗が被害を被った場合、お客様、従業員、建物等固定資産の被害、営業停止等

で業績に影響を及ぼす可能性があります。 

⑨システムトラブルについて 

当社グループは、通信ネットワークやコンピュータシステムを使用し、商品の調達、業績管理等など多岐にわたる

オペレーションを実施しております。そのため想定外の自然災害や事故等により設備に甚大な損害があった場合、業

務に支障をきたし、業績に影響を及ぼす可能性があります。 
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(5）内部管理体制について 

 当社は、全社内業務全般に渉る施策事項について、株主総会、取締役会、部長会議、稟議書及び申請書等の内の何

れかの方法で実施許可を得なければならない事としております。これらの社内業務を遂行する際は、各会議体及び稟

議書等で権限を及ぼすことができる施策の範囲や部署ごとの業務所掌範囲等を諸規定に定め、業務執行責任と権限を

明確にし、内部統制が適正に行われるようにしております。その実施状況を内部監査室が適正性、正確性及び効率性

の面から検証し、その結果を速やかに代表取締役社長に報告するほか、改善事項については社長の承認の下、関係部

門に説明・指導する他、主管部門と協議の上、当該事項にかかわる規程の改定案を取締役会へ上程しております。 
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 当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、子会社１社、その他関係会社２社で構成され、喫茶店等の

経営を主たる業務としております。 

（事業系統図） 

  

  

  

 （注） 無印、連結子会社 

※、その他の関係会社 

  

２．企業集団の状況

 喫茶等事業・・・ 喫茶店109店舗（当社108店舗、子会社㈲銀座ルノアール1店舗）を首都圏中心に展開しておりま

す。 

  喫茶室ルノアール・・・・・・・・・・・・・・ 82 店舗（子会社含む） 

  ニューヨーカーズ・カフェ・・・・・・・・・・ 11 店舗

  カフェ・ミヤマ・・・・・・・・・・・・・・・ 8店舗

  カフェ・ルノアール・・・・・・・・・・・・ 8 店舗
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(1）会社の経営の基本方針 

当社グループは、創業以来東京を中心に喫茶業を展開し、くつろぎと憩いの場をより多くのお客様に提供する事を

企業理念としてまいりました。また、顧客の満足度向上のため、フランチャイズ方式の出店を行わず直営店方式によ

る出店政策を、経営の基本方針としております。 

 グループ各社一体となってサービスの向上を基本方針として業績の向上並びに、お客様・取引先・株主・投資家の

皆様の信頼と期待に応えられる会社を目指しております。 

(2）目標とする経営指標 

当社グループの目標とする経営指標はROE（株主資本利益率）10％の達成であります。ROEは株主様からの受託資本

の運用効率を計る最も一般的な指標として採用しております。 

(3）中長期的な会社の経営戦略 

当社グループは、創業以来迅速かつ正確な情報の把握と意思決定を最重要課題としており、少数精鋭による管理形

態を踏襲してまいります。また、情報化時代及び時代の変化に対応するために基本方針を継続しつつ、経営規模の拡

大を考慮し、管理者層の育成にも努力してまいります。 

さらに、戦略策定機能の強化、お客様重視の体制強化を主眼とした経営体質の質的強化を目的として、経営システ

ム改革を実施することを決定し、意思決定の迅速化やより一層の事業の効率化を目指します。 

 なお、利益成長による企業価値を増大させるため、平成23年3月期を初年度とする中期経営計画（5ヵ年計画）を

策定し、平成27年3月期までに、連結売上高7,500百万円、連結売上高営業利益率5.0％、店舗数140店舗を達成するこ

とを、目標としております。 

(4）会社の対処すべき課題 

個人消費が伸び悩む中、喫茶業界における市場は細分化が進み、お客様の嗜好や消費動向が多様化するとともに当

社グループへの期待感が高まっているものと認識しております。当社グループといたしましてはこのような市場の変

化に柔軟に対応しつつ「銀座ルノアール」本来の価値観を認識し、お客様の視点に立った店舗づくりに力を入れてい

く為、以下の課題に取り組んでまいります。 

①お客様の満足度向上のための「ホスピタリティーサービスの充実」「商品開発」への取組 

②新規出店への取組 

③不採算店舗の見直し・撤退を徹底し、利益構造改革への取組 

④人材の活性化を推進し、これからの当社グループを担う人材教育への取組 

  

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,227,777 1,660,357

売掛金 37,684 30,628

有価証券 ※1  506 ※1  1,514

商品 18,010 21,752

貯蔵品 － 5,210

繰延税金資産 329 57,563

その他 133,907 ※1  139,421

流動資産合計 1,418,216 1,916,447

固定資産   

有形固定資産   

建物 2,988,704 3,104,751

減価償却累計額 △1,818,851 △1,831,505

建物（純額） 1,169,852 1,273,246

工具、器具及び備品 370,814 342,595

減価償却累計額 △331,706 △314,265

工具、器具及び備品（純額） 39,108 28,330

土地 444,582 517,271

その他 2,248 1,858

減価償却累計額 △1,723 △1,765

その他（純額） 524 92

有形固定資産合計 1,654,067 1,818,940

無形固定資産   

商標権 13,532 11,450

ソフトウエア 11,306 10,825

無形固定資産合計 24,839 22,276

投資その他の資産   

投資有価証券 ※1  90,158 ※1  80,920

長期貸付金 18,760 40,446

敷金及び保証金 2,091,347 2,002,839

繰延税金資産 － 138,798

その他 159,360 161,988

貸倒引当金 △6,212 △6,212

投資その他の資産合計 2,353,414 2,418,781

固定資産合計 4,032,321 4,259,998

資産合計 5,450,537 6,176,445
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 59,347 50,200

短期借入金 70,000 670,000

未払法人税等 80,106 96,075

賞与引当金 57,300 52,980

株主優待引当金 15,478 17,284

その他 ※1  226,595 ※1  213,633

流動負債合計 508,828 1,100,174

固定負債   

退職給付引当金 106,135 107,268

役員退職慰労引当金 98,135 111,129

繰延税金負債 2,312 －

その他 78,624 78,624

固定負債合計 285,207 297,022

負債合計 794,036 1,397,196

純資産の部   

株主資本   

資本金 771,682 771,682

資本剰余金 1,062,078 1,062,078

利益剰余金 2,849,409 2,973,180

自己株式 △69,433 △65,293

株主資本合計 4,613,735 4,741,646

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 9,962 3,277

その他の包括利益累計額合計 9,962 3,277

少数株主持分 32,803 34,325

純資産合計 4,656,501 4,779,248

負債純資産合計 5,450,537 6,176,445
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 5,802,685 5,905,871

売上原価 687,671 703,469

売上総利益 5,115,013 5,202,401

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 1,875,248 1,891,195

賃借料 1,549,160 1,578,665

その他 ※1  1,542,023 ※1  1,653,092

販売費及び一般管理費合計 4,966,432 5,122,953

営業利益 148,581 79,448

営業外収益   

受取利息 1,428 1,141

受取配当金 829 1,192

受取家賃 99,937 99,977

その他 14,543 16,539

営業外収益合計 116,738 118,850

営業外費用   

支払利息 1,033 1,181

不動産賃貸費用 85,714 86,127

その他 8,062 14,990

営業外費用合計 94,809 102,298

経常利益 170,509 96,000

特別利益   

受取補償金 － ※2  395,965

特別利益合計 － 395,965

特別損失   

固定資産廃棄損 ※3  26,669 ※3  28,491

固定資産売却損 ※4  1,030 ※4  172,898

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 105,679

過年度社会保険料 － 29,466

減損損失 ※5  28,051 ※5  79,767

特別損失合計 55,751 416,302

税金等調整前当期純利益 114,758 75,663

法人税、住民税及び事業税 87,380 128,151

法人税等調整額 684 △197,310

法人税等合計 88,065 △69,158

少数株主損益調整前当期純利益 － 144,822

少数株主利益 597 1,521

当期純利益 26,094 143,301
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（連結包括利益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 144,822

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － △6,685

その他の包括利益合計 － ※2  △6,685

包括利益 － ※1  138,137

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 136,616

少数株主に係る包括利益 － 1,521
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 771,682 771,682

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 771,682 771,682

資本剰余金   

前期末残高 1,062,078 1,062,078

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,062,078 1,062,078

利益剰余金   

前期末残高 2,843,219 2,849,409

当期変動額   

剰余金の配当 △18,273 △18,307

当期純利益 26,094 143,301

自己株式の処分 △1,631 △1,223

当期変動額合計 6,190 123,771

当期末残高 2,849,409 2,973,180

自己株式   

前期末残高 △74,644 △69,433

当期変動額   

自己株式の取得 △356 △35

自己株式の処分 5,567 4,175

当期変動額合計 5,210 4,140

当期末残高 △69,433 △65,293

株主資本合計   

前期末残高 4,602,334 4,613,735

当期変動額   

剰余金の配当 △18,273 △18,307

当期純利益 26,094 143,301

自己株式の取得 △356 △35

自己株式の処分 3,936 2,952

当期変動額合計 11,400 127,911

当期末残高 4,613,735 4,741,646
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 8,960 9,962

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,001 △6,685

当期変動額合計 1,001 △6,685

当期末残高 9,962 3,277

少数株主持分   

前期末残高 32,206 32,803

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 597 1,521

当期変動額合計 597 1,521

当期末残高 32,803 34,325

純資産合計   

前期末残高 4,643,501 4,656,501

当期変動額   

剰余金の配当 △18,273 △18,307

当期純利益 26,094 143,301

自己株式の取得 △356 △35

自己株式の処分 3,936 2,952

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,598 △5,163

当期変動額合計 12,999 122,747

当期末残高 4,656,501 4,779,248
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 114,758 75,663

減価償却費 237,743 240,574

減損損失 28,051 79,767

長期前払費用償却額 26,391 25,364

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,765 1,132

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,116 12,994

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,190 △4,320

株主優待引当金の増減額(△は減少) 987 1,805

受取利息及び受取配当金 △2,257 △2,334

支払利息 1,033 1,181

固定資産売却損益（△は益） 1,030 172,898

固定資産廃棄損 26,669 28,491

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 105,679

受取補償金 － △395,965

売上債権の増減額（△は増加） △12,661 7,055

たな卸資産の増減額（△は増加） △567 △8,951

仕入債務の増減額（△は減少） 2,350 △9,146

その他の流動資産の増減額（△は増加） 544 △3,358

その他の流動負債の増減額（△は減少） 20,387 2,780

その他の固定負債の増減額（△は減少） 250 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 36,839 △45,887

その他 △6,806 8,158

小計 502,814 293,582

利息及び配当金の受取額 2,317 2,389

利息の支払額 △1,156 △2,881

補償金の受取額 － 395,965

法人税等の支払額 △29,683 △96,698

法人税等の還付額 22,121 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 496,413 592,358
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △43,883 △43,929

定期預金の払戻による収入 43,790 43,883

長期貸付けによる支出 － △44,504

長期貸付金の回収による収入 4,992 22,818

有形固定資産の取得による支出 △169,317 △921,384

有形固定資産の売却による収入 － 274,274

敷金及び保証金の回収による収入 129,093 27,890

敷金及び保証金の差入による支出 △40,632 △59,118

その他 △50,509 △44,489

投資活動によるキャッシュ・フロー △126,467 △744,559

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 600,000

自己株式の処分による収入 3,936 2,952

自己株式の取得による支出 △356 △35

配当金の支払額 △18,251 △18,182

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,671 584,734

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 355,274 432,533

現金及び現金同等物の期首残高 828,619 1,183,893

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  1,183,893 ※1  1,616,427
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該当事項はありません。 

  

(5)継続企業の前提に関する注記

(6)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目 
前連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

１．連結の範囲に関する事項 子会社はすべて連結しております。当該連

結子会社は以下の１社であります。 

 ㈲銀座ルノアール 

同左 

２．持分法の適用に関する事

項 

該当事項はありません。 同左 

３．連結子会社の事業年度等

に関する事項 

すべての連結子会社の事業年度の末日は、

連結決算日と一致しております。 

同左 

４．会計処理基準に関する事

項 

    

(1）重要な資産の評価基準及

び評価方法 

①有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

①有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

  期末日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は、全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は移動平均法

により算定)によっております。 

同左 

  ②たな卸資産 

商品 

最終仕入原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切り下げ

の方法）により算定しております。 

②たな卸資産 

商品・貯蔵品 

同左 

(2）重要な減価償却資産の減

価償却の方法 

①有形固定資産（リース資産除く） 

定率法によっております。 

ただし、平成10年4月1日以降に取得した

建物（建物附属設備を除く）は、定額法

によっております。 

なお、主な耐用年数は次のとおりであり

ます。 

 建物       ３年～41年 

 工具器具及び備品 ３年～15年 

①有形固定資産（リース資産除く） 

同左 

  ②無形固定資産（リース資産除く） 

定額法によっております。 

なお、ソフトウェア（自社利用）につい

ては、社内における見込利用可能期間

（5年）に基づく定額法によっておりま

す。 

②無形固定資産（リース資産除く） 

同左 

  ③長期前払費用 

定額法によっております。 

③長期前払費用 

同左 
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項目 
前連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

  ④リース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法を採用しております。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引のうち、リース取引開始日が平成

20年３月31日以前のリース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じ

た会計処理によっております。 

④リース資産 

同左 

(3）重要な引当金の計上基準 ①貸倒引当金 

債権の貸倒による損失に備えるため、一

般債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権については個別

に回収可能性を勘案し、回収不能見込額

を計上しております。 

①貸倒引当金 

同左 

  ②賞与引当金 

従業員賞与の支給に備えるため支給見込

額を計上しております。 

②賞与引当金 

同左 

  ③退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結

会計年度末における退職給付債務の見込

額に基づき計上しております。 

③退職給付引当金 

同左 

  ④役員退職慰労引当金 

連結財務諸表提出会社は、役員の退職慰

労金の支払に備えるため、内規に基づく

期末要支給額を計上しております。 

④役員退職慰労引当金 

同左 

  ⑤株主優待引当金 

株主優待制度に伴う費用に備えるため、

翌連結会計年度以降に発生すると見込ま

れる額を計上しております。  

⑤株主優待引当金 

同左 

(4）その他連結財務諸表作成

のための重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理方法は

税抜方式を採用しております。 

消費税等の会計処理 

同左 

５．連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項 

連結子会社の資産及び負債の評価について

は、全面時価評価法を採用しております。

_______________ 

６. のれん及び負ののれんの

償却に関する事項 

該当事項はありません。 _______________ 

７．連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲 

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容

易に換金可能であり、かつ、価値の変動に

ついて僅少なリスクしか負わない取得日か

ら3ヶ月以内に償還期限の到来する短期投

資からなっております。 

_______________ 
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(7)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度 
（自 平成21年4月 1日 
至 平成22年3月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年4月 1日 
至 平成23年3月31日） 

         _______________  （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）及び「資

産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用しておりま

す。 

これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ6,736千円

減少し、税金等調整前当期純利益は、105,626千円減少し

ております。  

(8)表示方法の変更

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

          ______________  （連結損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22

号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府

令」（平成21年3月24日 内閣府令第5号）の適用により、

当連結会計年度より、「少数株主損益調整前当期純利益」

の科目を表示しております。  

(9)追加情報

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

          ______________  当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第25号 平成22年6月30日）を適用し

ております。ただし、「その他の包括利益累計額」及び

「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度の金額

は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額等合計」

の金額を記載しております。  

(10)連結財務諸表に関する注記事項

（連結貸借対照表関係）

前連結会計年度 
（平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成23年３月31日） 

※１前払式証票の規則等に関する法律に基づき供託してい

る資産 

有価証券 千円 506

投資有価証券 千円 44,971

上記に対応する債務 

流動負債「その他」 千円 11,870

※１前払式証票の規則等に関する法律に基づき供託してい

る資産 

有価証券 千円 1,514

投資有価証券 千円 43,316

流動資産「その他」 千円 500

上記に対応する債務 

流動負債「その他」 千円 7,135
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当連結会計年度（自 平成22年4月1日 至 平成23年3月31日）  

※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

  

※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

（連結損益計算書関係）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち、引当金繰入額は次の

とおりであります。 

※１ 販売費及び一般管理費のうち、引当金繰入額は次の

とおりであります。 

賞与引当金繰入額 千円57,300

退職給付費用 千円16,424

役員退職慰労引当金繰入額 千円12,116

株主優待引当金繰入額 千円13,000

賞与引当金繰入額 千円52,980

退職給付費用 千円20,581

役員退職慰労引当金繰入額 千円12,994

株主優待引当金繰入額 千円14,300

_______________ ※２ 受取補償金 

ニューヨーカーズ・カフェ 

銀座マロニエ通り店 

千円395,965

※３ 固定資産廃棄損 ※３ 固定資産廃棄損 

主として、カフェ・ミヤマ新宿南口駅前店他5店舗

の改装及び日本橋本町店他5店舗の閉店に伴う設備

の廃棄によるものであります。 

主として、ニューヨーカーズ・カフェ銀座マロニエ

通り店の閉店に伴う設備の廃棄によるものでありま

す。 

※４ 固定資産売却損 ※４ 固定資産売却損 

厚生施設の売却によるものであります。 本社の売却によるものであります。 

※５ 減損損失  

当連結会計年度において、以下の資産グループにつ

いて減損損失を計上しております。 

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最

小単位として、店舗を基本単位とした資産のグルー

ピングを行っております。 

 営業活動から生じる損益が継続してマイナスであ

る資産グループについては、帳簿価額を回収可能額

まで減少し、当該減少額28,051千円を減損損失とし

て特別損失に計上しております。なお、当該資産グ

ループの回収可能価額は、使用価値により測定して

おり、将来キャッシュ・フローを1.1％で割り引い

て算定しております。 

場所 用途 種類 
減損損失
（千円） 

東京都他 
店舗(8店

舗)  

建物  27,080

工具、器具及び備品  971

計       28,051

※５ 減損損失  

当連結会計年度において、以下の資産グループにつ

いて減損損失を計上しております。 

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最

小単位として、店舗を基本単位とした資産のグルー

ピングを行っております。 

 営業活動から生じる損益が継続してマイナスであ

る資産グループについては、帳簿価額を回収可能額

まで減少し、当該減少額 千円を減損損失とし

て特別損失に計上しております。なお、当該資産グ

ループの回収可能価額は、使用価値により測定して

おり、将来キャッシュ・フローを ％で割り引い

て算定しております。 

場所 用途 種類 
減損損失
（千円） 

東京都他 
店舗(10店

舗)  

建物  77,441

工具、器具及び備品  2,325

計       79,767

79,767

0.9

（連結包括利益計算書関係）

親会社株主に係る包括利益 千円27,096

少数株主に係る包括利益 千円597

計 千円27,693

その他有価証券評価差額 千円1,001

計 千円1,001
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前連結会計年度（自平成21年４月１日 至平成22年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）1.普通株式の自己株式の増加901株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

2.普通株式の自己株式の減少12,000株は、ストック・オプションの行使による減少であります。 

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

（連結株主資本等変動計算書関係）

  
前連結会計年度末 

株式数(株) 
当連結会計年度 
増加株式数(株) 

当連結会計年度 
減少株式数(株) 

当連結会計年度末 
株式数(株) 

発行済株式         

普通株式  6,252,004  －  －  6,252,004

合計  6,252,004  －  －  6,252,004

自己株式         

普通株式（注）  160,762  901  12,000  149,663

合計  160,762  901  12,000  149,663

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 

平成21年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  18,273  3 平成21年３月31日 平成21年６月30日 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

配当の原資 
１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 

平成22年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  18,307 利益剰余金  3 平成22年３月31日 平成22年６月30日
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当連結会計年度（自平成22年４月１日 至平成23年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）1.普通株式の自己株式の増加100株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

2.普通株式の自己株式の減少9,000株は、ストック・オプションの行使による減少であります。 

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

  
前連結会計年度末 

株式数(株) 
当連結会計年度 
増加株式数(株) 

当連結会計年度 
減少株式数(株) 

当連結会計年度末 
株式数(株) 

発行済株式         

普通株式  6,252,004  －  －  6,252,004

合計  6,252,004  －  －  6,252,004

自己株式         

普通株式（注）  149,663  100  9,000  140,763

合計  149,663  100  9,000  140,763

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 

平成22年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  18,307  3 平成22年３月31日 平成22年６月30日 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

配当の原資 
１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 

平成23年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  18,333 利益剰余金  3 平成23年３月31日 平成23年６月30日
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係 

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金勘定 千円 1,227,777

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 千円 △43,883

現金及び現金同等物 千円 1,183,893

現金及び預金勘定 千円 1,660,357

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 千円 △43,929

現金及び現金同等物 千円 1,616,427

（リース取引関係）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

リース取引に関する会計基準適用初年度開始前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引（借主側） 

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額

及び期末残高相当額 

（注） 取得価額相当額は、未経過リース料期末残高

が有形固定資産の期末残高等に占める割合が

低いため、支払利子込み法により算定してお

ります。 

  工具、器具及び備品

取得価額相当額 千円170,820

減価償却累計額相当額 千円95,136

期末残高相当額 千円75,684

リース取引に関する会計基準適用初年度開始前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引（借主側） 

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額

及び期末残高相当額 

同左 

  工具、器具及び備品

取得価額相当額 千円170,820

減価償却累計額相当額 千円129,300

期末残高相当額 千円41,520

２．未経過リース料期末残高相当額 

（注） 未経過リース料期末残高相当額は未経過リー

ス料期末残高が有形固定資産の期末残高等に

占める割合が低いため、支払利子込み法によ

り算定しております。 

１年内 千円34,164

１年超 千円41,520

合計 千円75,684

２．未経過リース料期末残高相当額 

同左 

１年内 千円34,164

１年超 千円7,356

合計 千円41,520

３．支払リース料及び減価償却費相当額 

支払リース料 千円34,164

減価償却費相当額 千円34,164

３．支払リース料及び減価償却費相当額 

支払リース料 千円34,164

減価償却費相当額 千円34,164

４．減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額

法によっております。 

４．減価償却費相当額の算定方法 

同左 

オペレーティング・リース取引 

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のもの

に係る未経過リース料 

１年内 千円11,732

１年超     －千円

合計 千円11,732

オペレーティング・リース取引 

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のもの

に係る未経過リース料 

１年内 千円12,198

１年超      千円99,623

合計 千円111,822
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前連結会計年度（平成22年３月31日） 

1.その他有価証券 

2.当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

  該当事項はありません。  

  

当連結会計年度（平成23年３月31日） 

1.その他有価証券 

2.当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

  該当事項はありません。 

  

（有価証券関係）

  種類 
連結貸借対照表計上額 

（千円） 
取得原価 
（千円） 

差額 
（千円） 

連結貸借対照表計
上額が取得原価を
超えるもの 

(1）株式  45,187  34,341  10,845

(2）債券      

① 国債・地方債等  45,477  44,048  1,429

② 社債  －  －  －

③ その他  －  －  －

(3）その他  －  －  －

小計  90,665  78,390  12,274

連結貸借対照表計
上額が取得原価を
超えないもの 

(1）株式  －  －  －

(2）債券      

① 国債・地方債等  －  －  －

② 社債  －  －  －

③ その他  －  －  －

(3）その他  －  －  －

小計  －  －  －

合計  90,665   78,390  12,274

  種類 
連結貸借対照表計上額 

（千円） 
取得原価 
（千円） 

差額 
（千円） 

連結貸借対照表計
上額が取得原価を
超えるもの 

(1）株式  29,924  25,341  4,582

(2）債券      

① 国債・地方債等  44,830  43,538  1,292

② 社債  －  －  －

③ その他  －  －  －

(3）その他  －  －  －

小計  74,754  68,879  5,874

連結貸借対照表計
上額が取得原価を
超えないもの 

(1）株式  7,680  9,000  △1,320

(2）債券      

① 国債・地方債等  －  －  －

② 社債  －  －  －

③ その他  －  －  －

(3）その他  －  －  －

小計  7,680  9,000  △1,320

合計  82,434   77,879  4,554
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１．採用している退職給付制度の概要 

 当社グループは、確定拠出年金制度及び退職一時金制度を併用しております。 

  

２．退職給付債務及びその内訳 

 （注） 退職給付債務の算定は、簡便法を採用しております。 

３．退職給付費用の内訳 

 （注）1.退職給付費用は、簡便法により算定した退職給付債務を用いて計上しております。 

        2.その他は、確定拠出年金への拠出額であります。 

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

 当社グループは、退職給付債務の算定方法として簡便法を採用しているため該当事項はありません。 

（退職給付関係）

  
前連結会計年度 

（平成22年3月31日） 
当連結会計年度 

（平成23年3月31日） 

退職給付債務(千円)   106,135    107,268  

年金資産(千円)   －    －  

退職給付引当金(千円)   106,135    107,268  

  
前連結会計年度 

（平成22年3月31日） 
当連結会計年度 

（平成23年3月31日） 

勤務費用(千円)   9,437    13,921  

その他（千円）   6,987    6,660  

退職給付費用（千円）    16,424    20,581  
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前連結会計年度（自平成21年４月１日 至平成22年３月31日） 

ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況 

(1）ストック・オプションの内容 

（注）1.付与対象者の区分は付与日における区分であります。 

2.株式数に換算して記載しております。 

(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況 

 当連結会計年度において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数について

は、株式数に換算して記載しております。 

① ストック・オプションの数 

② 単価情報 

（ストック・オプション等関係）

  
平成15年 

ストック・オプション 
平成17年 

ストック・オプション 

付与対象者の区分及び人数(注)1 

当社の監査役 

当社の従業員 

子会社の取締役 

 1名 

79名 

2名 

当社の取締役 

当社の監査役 

当社の従業員 

3名 

1名 

10名 

ストック・オプション数(注)2 普通株式 170,000株 普通株式 300,000株 

付与日 平成15年7月10日 平成17年7月14日 

権利確定条件 

付与日(平成15年7月10日)以降、権利

確定日(平成17年6月30日)まで継続し

て勤務していること。 

付与日(平成17年7月14日)以降、権利

確定日(平成18年6月30日)まで継続し

て勤務していること。 

対象勤務期間 対象勤務期間の定めはありません。 同左 

権利行使期間 
自 平成17年7月 1日  

至 平成22年6月30日  

自 平成18年7月 1日  

至 平成38年7月30日  

  
平成15年 

ストック・オプション 
平成17年 

ストック・オプション 

権利確定前      （株）            

前連結会計年度末  －  －

付与  －  －

失効  －  －

権利確定  －  －

未確定残  －  －

権利確定後      （株）            

前連結会計年度末  114,000  300,000

権利確定  －  －

権利行使  12,000  －

失効  －  －

未行使残  102,000  300,000

  
平成15年 

ストック・オプション 
平成17年 

ストック・オプション 

権利行使価格      （円）  328  447

行使時平均株価     （円）  393  －

公正な評価単価（付与日）（円）  －  －
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当連結会計年度（自平成22年４月１日 至平成23年３月31日） 

ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況 

(1）ストック・オプションの内容 

（注）1.付与対象者の区分は付与日における区分であります。 

2.株式数に換算して記載しております。 

(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況 

 当連結会計年度において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数について

は、株式数に換算して記載しております。 

① ストック・オプションの数 

② 単価情報 

  
平成15年 

ストック・オプション 
平成17年 

ストック・オプション 

付与対象者の区分及び人数(注)1 

当社の監査役 

当社の従業員 

子会社の取締役 

 1名 

79名 

2名 

当社の取締役 

当社の監査役 

当社の従業員 

3名 

1名 

10名 

ストック・オプション数(注)2 普通株式 170,000株 普通株式 300,000株 

付与日 平成15年7月10日 平成17年7月14日 

権利確定条件 

付与日(平成15年7月10日)以降、権利

確定日(平成17年6月30日)まで継続し

て勤務していること。 

付与日(平成17年7月14日)以降、権利

確定日(平成18年6月30日)まで継続し

て勤務していること。 

対象勤務期間 対象勤務期間の定めはありません。 同左 

権利行使期間 
自 平成17年7月 1日  

至 平成22年6月30日  

自 平成18年7月 1日  

至 平成38年7月30日  

  
平成15年 

ストック・オプション 
平成17年 

ストック・オプション 

権利確定前      （株）            

前連結会計年度末  －  －

付与  －  －

失効  －  －

権利確定  －  －

未確定残  －  －

権利確定後      （株）            

前連結会計年度末  102,000  300,000

権利確定  －  －

権利行使  9,000  －

失効  －  －

未行使残  93,000  300,000

  
平成15年 

ストック・オプション 
平成17年 

ストック・オプション 

権利行使価格      （円）  328  447

行使時平均株価     （円）  382  －

公正な評価単価（付与日）（円）  －  －
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前連結会計年度（自平成21年４月１日 至平成22年３月31日）において、喫茶等事業の単一セグメントのた

め、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

前連結会計年度（自平成21年４月１日 至平成22年３月31日）において、本邦以外の国又は地域に所在する連

結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

前連結会計年度（自平成21年４月１日 至平成22年３月31日）において、海外売上高がないため、該当事項は

ありません。 

当連結会計年度（自平成22年４月1日 至平成23年３月31日）  

当社グループは、喫茶事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

（追加情報） 

当連結会計年度より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年3月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年3月21日）を適用しております。 

（セグメント情報等）

１．事業の種類別セグメント情報

２．所在地別セグメント情報

３．海外売上高

４．セグメント情報
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前連結会計年度(自平成21年４月１日 至平成22年３月31日) 

関連当事者との取引 

連結財務諸表提出会社と関連当事者の取引 

連結財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人等の場合に限る。）等 

(注)1.当社の代表取締役社長小宮山文男及び近親者が100％(間接所有含む)保有しております。 

    2.賃借料の支払については、近隣の取引実勢に基づいて決定しております。 

    3.取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

当連結会計年度(自平成22年４月１日 至平成23年３月31日) 

関連当事者との取引 

連結財務諸表提出会社と関連当事者の取引 

連結財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人等の場合に限る。）等 

(注)1.当社の代表取締役社長小宮山文男及び近親者が100％(間接所有含む)保有しております。 

    2.賃借料の支払については、近隣の取引実勢に基づいて決定しております。 

    3.取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

（関連当事者情報）

  （単位：千円）

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地
資本金 
又は 
出資金 

事業の内容
又は職業 

議決権等の 
所有 

(被所有) 
割合 
(％) 

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等(当該

会社等の子会

社を含む) 

㈱ジーア

ールシー 

(注)1 

東京都

国分寺

市 

 90,000 不動産業 
被所有 

直接19.2％ 

店舗の賃借

役員の兼任

賃借料の支

払(注)2 
 6,900

流動資産

「その他」 

差入保証金

及び敷金 

 

 

603

21,600

  （単位：千円）

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地
資本金 
又は 
出資金 

事業の内容
又は職業 

議決権等の 
所有 

(被所有) 
割合 
(％) 

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等(当該

会社等の子会

社を含む) 

㈱ジーア

ールシー 

(注)1 

東京都

国分寺

市 

 90,000 不動産業 
被所有 

直接19.2％ 

店舗の賃借

役員の兼任

賃借料の支

払(注)2 
 6,900

流動資産

「その他」 

差入保証金

及び敷金 

 

 

603

21,600
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 （注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。 

   該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 銭 757 69

１株当たり当期純利益金額 円 銭 4 28

１株当たり純資産額 円 銭 776 43

１株当たり当期純利益金額 円 銭 23 45

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額 
円 銭 4 27

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額 
円 銭 23 45

  
前連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日) 

1株当たり当期純利益金額             

当期純利益（千円）  26,094  143,301

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（千円）  26,094  143,301

期中平均株式数（株）  6,094,656  6,110,115

             

潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額            

当期純利益調整額（千円）  －  －

普通株式増加数(株)  18,840  651

(うち新株予約権) (18,840)  (651) 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

1株当たり当期純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要  

普通株式の期中平均株価が行使

価格を下回るため希薄化効果を

有していないため潜在株式１株

当たり当期純利益金額の算定に

含めておりません。 

期中平均株価  396円  

平成17年６月29日定時株主総会

決議ストック・オプション 

（新株予約権300個） 

普通株式   300,000株 

行使価格    447円  

普通株式の期中平均株価が行使

価格を下回るため希薄化効果を

有していないため潜在株式１株

当たり当期純利益金額の算定に

含めておりません。 

期中平均株価  円  

平成17年６月29日定時株主総会

決議ストック・オプション 

（新株予約権 個） 

普通株式    株 

行使価格    円  

383

300

300,000

447

（重要な後発事象）
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,188,636 1,611,573

売掛金 37,312 30,317

有価証券 ※1  506 ※1  1,514

商品 17,907 21,658

貯蔵品 － 5,210

前払費用 128,719 134,645

繰延税金資産 － 57,253

その他 4,286 ※1  3,865

流動資産合計 1,377,368 1,866,037

固定資産   

有形固定資産   

建物 2,968,177 3,084,225

減価償却累計額 △1,801,193 △1,813,390

建物（純額） 1,166,983 1,270,834

車両運搬具 1,858 1,858

減価償却累計額 △1,723 △1,765

車両運搬具（純額） 134 92

工具、器具及び備品 366,548 338,330

減価償却累計額 △327,602 △310,103

工具、器具及び備品（純額） 38,946 28,226

土地 444,582 517,271

建設仮勘定 390 －

有形固定資産合計 1,651,037 1,816,425

無形固定資産   

商標権 13,532 11,450

ソフトウエア 11,306 10,825

無形固定資産合計 24,839 22,276

投資その他の資産   

投資有価証券 ※1  90,158 ※1  80,920

関係会社株式 6,000 6,000

出資金 249 249

長期貸付金 － 26,678

長期前払費用 46,077 49,761

敷金及び保証金 2,086,347 1,997,839

保険積立金 112,445 111,725

繰延税金資産 － 138,798

貸倒引当金 △6,212 △6,212

投資その他の資産合計 2,335,066 2,405,761

固定資産合計 4,010,943 4,244,462

資産合計 5,388,311 6,110,500
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 58,888 49,857

短期借入金 70,000 670,000

未払金 24,178 62,734

未払費用 106,361 106,608

未払法人税等 79,742 94,859

未払消費税等 49,023 2,963

賞与引当金 56,850 52,560

株主優待引当金 15,478 17,284

その他 ※1  45,686 ※1  40,012

流動負債合計 506,209 1,096,879

固定負債   

退職給付引当金 106,135 107,268

役員退職慰労引当金 98,135 111,129

繰延税金負債 2,312 －

その他 78,624 78,624

固定負債合計 285,207 297,022

負債合計 791,417 1,393,901

純資産の部   

株主資本   

資本金 771,682 771,682

資本剰余金   

資本準備金 1,062,078 1,062,078

資本剰余金合計 1,062,078 1,062,078

利益剰余金   

利益準備金 88,288 88,288

その他利益剰余金   

別途積立金 2,351,828 2,351,828

繰越利益剰余金 382,487 504,737

利益剰余金合計 2,822,605 2,944,855

自己株式 △69,433 △65,293

株主資本合計 4,586,931 4,713,321

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 9,962 3,277

評価・換算差額等合計 9,962 3,277

純資産合計 4,596,893 4,716,598

負債純資産合計 5,388,311 6,110,500
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（２）損益計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 5,739,829 5,855,357

売上原価   

商品期首たな卸高 17,304 17,907

当期商品仕入高 682,373 702,414

合計 699,678 720,321

商品期末たな卸高 17,907 21,658

商品売上原価 681,770 698,663

売上総利益 5,058,058 5,156,693

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 102,756 103,155

役員報酬 75,720 73,144

役員賞与 20,000 20,150

給料及び手当 1,853,508 1,873,081

従業員賞与 50,364 49,695

賞与引当金繰入額 56,850 52,560

退職給付費用 16,424 20,581

役員退職慰労引当金繰入額 12,116 12,994

株主優待引当金繰入額 13,000 14,300

法定福利費 100,331 136,624

福利厚生費 98,300 96,708

水道光熱費 246,814 261,157

消耗品費 213,243 244,193

租税公課 61,903 60,543

減価償却費 237,175 240,059

修繕費 69,289 87,383

賃借料 1,532,154 1,565,759

その他 154,360 169,991

販売費及び一般管理費合計 4,914,314 5,082,082

営業利益 143,744 74,611

営業外収益   

受取利息 781 646

受取配当金 829 1,192

受取家賃 99,937 99,977

その他 15,719 17,547

営業外収益合計 117,267 119,364

営業外費用   

支払利息 1,033 1,181

不動産賃貸費用 85,714 86,127

その他 7,830 14,944

営業外費用合計 94,577 102,253

経常利益 166,434 91,722
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

特別利益   

受取補償金 － ※1  395,965

特別利益合計 － 395,965

特別損失   

固定資産廃棄損 ※2  24,837 ※2  28,491

固定資産売却損 ※4  1,030 ※4  172,898

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 105,679

過年度社会保険料 － 29,466

減損損失 ※3  28,051 ※3  79,767

特別損失合計 53,919 416,302

税引前当期純利益 112,514 71,385

法人税、住民税及び事業税 87,016 126,935

法人税等調整額 － △197,330

法人税等合計 87,016 △70,394

当期純利益 25,497 141,780
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 771,682 771,682

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 771,682 771,682

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 1,062,078 1,062,078

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,062,078 1,062,078

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 88,288 88,288

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 88,288 88,288

その他利益剰余金   

別途積立金   

前期末残高 2,351,828 2,351,828

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,351,828 2,351,828

繰越利益剰余金   

前期末残高 376,894 382,487

当期変動額   

剰余金の配当 △18,273 △18,307

当期純利益 25,497 141,780

自己株式の処分 △1,631 △1,223

当期変動額合計 5,592 122,249

当期末残高 382,487 504,737

利益剰余金合計   

前期末残高 2,817,012 2,822,605

当期変動額   

剰余金の配当 △18,273 △18,307

当期純利益 25,497 141,780

自己株式の処分 △1,631 △1,223

当期変動額合計 5,592 122,249

当期末残高 2,822,605 2,944,855

㈱銀座ルノアール（9853）平成23年3月期決算短信

34



（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

自己株式   

前期末残高 △74,644 △69,433

当期変動額   

自己株式の取得 △356 △35

自己株式の処分 5,567 4,175

当期変動額合計 5,210 4,140

当期末残高 △69,433 △65,293

株主資本合計   

前期末残高 4,576,128 4,586,931

当期変動額   

剰余金の配当 △18,273 △18,307

当期純利益 25,497 141,780

自己株式の取得 △356 △35

自己株式の処分 3,936 2,952

当期変動額合計 10,803 126,390

当期末残高 4,586,931 4,713,321

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 8,960 9,962

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,001 △6,685

当期変動額合計 1,001 △6,685

当期末残高 9,962 3,277

純資産合計   

前期末残高 4,585,089 4,596,893

当期変動額   

剰余金の配当 △18,273 △18,307

当期純利益 25,497 141,780

自己株式の取得 △356 △35

自己株式の処分 3,936 2,952

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,001 △6,685

当期変動額合計 11,804 119,705

当期末残高 4,596,893 4,716,598
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該当事項はありません。 

  

(4)継続企業の前提に関する注記

(5)重要な会計方針

項目 
前事業年度 

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

１．有価証券の評価基準及び

評価方法 

子会社株式及び関連会社株式 

移動平均法に基づく原価法によっており

ます。 

子会社株式及び関連会社株式 

同左 

  その他有価証券 

時価のあるもの 

期末日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は、全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法によ

り算定)によっております。 

その他有価証券 

時価のあるもの 

同左 

２．たな卸資産の評価基準及

び評価方法 

商品 

最終仕入原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切り下げ

の方法）により算定しております。 

商品・貯蔵品 

同左 

３．固定資産の減価償却の方

法 

①有形固定資産（リース資産除く） 

定率法によっております。 

ただし平成10年4月1日以降に取得した建

物(建物附属設備を除く)は、定額法によ

っております。 

なお、主な耐用年数は、次のとおりであ

ります。 

 建物        3年～41年 

 工具器具及び備品  3年～15年 

①有形固定資産（リース資産除く） 

同左 

  ②無形固定資産（リース資産除く） 

定額法によっております。 

なお、ソフトウェア（自社利用）につい

ては、社内における見込利用可能期間(5

年)に基づく定額法によっております。 

②無形固定資産（リース資産除く） 

同左 

  ③長期前払費用 

定額法によっております。 

③長期前払費用 

同左 

  ④リース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法を採用しております。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引のうち、リース取引開始日が平成

20年３月31日以前のリース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じ

た会計処理によっております。 

④リース資産 

同左 
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項目 
前事業年度 

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

４．引当金の計上基準 ①貸倒引当金 

債権の貸倒による損失に備えるため、一

般債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権については個別

に回収可能性を勘案し、回収不能見込額

を計上しております。 

①貸倒引当金 

同左 

  ②賞与引当金 

従業員賞与の支給に備えるため、支給見

込額を計上しております。 

②賞与引当金 

同左 

  ③退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業

年度における退職給付債務の見込額に基

づき計上しております。 

③退職給付引当金 

同左 

  ④役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支払に備えて、役員

退職慰労金規程に基づく期末要支給額を

計上しております。 

④役員退職慰労引当金 

同左 

  ⑤株主優待引当金 

株主優待制度に伴う費用に備えるため、

翌事業年度以降に発生すると見込まれる

額を計上しております。 

⑤株主優待引当金 

同左 

５．その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項 

消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理方法は

税抜方式を採用しております。 

消費税等の会計処理 

同左 

(6)会計処理方法の変更

前事業年度 
（自 平成21年4月 1日 
至 平成22年3月31日） 

当事業年度 
（自 平成22年4月 1日 
至 平成23年3月31日） 

_______________ （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）及び「資産除

去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第21号 平成20年3月31日）を適用しております。 

これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ6,736千円

減少し、税引前当期純利益は、105,626千円減少しており

ます。 
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(7)個別財務諸表に関する注記事項

（貸借対照表関係）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

※１前払式証票の規則等に関する法律に基づき供託してい

る資産 

有価証券 千円 506

投資有価証券 千円 44,971

上記に対応する債務 

流動負債「その他」 千円 11,608

※１前払式証票の規則等に関する法律に基づき供託してい

る資産 

有価証券 千円 1,514

投資有価証券 千円 43,316

流動資産「その他」 千円 500

上記に対応する債務 

流動負債「その他」 千円 7,014

（損益計算書関係）

前事業年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

_______________ ※１ 受取補償金 

ニューヨーカーズ・カフェ 

銀座マロニエ通り店 

千円395,965

※２ 固定資産廃棄損 

主として、カフェ・ミヤマ新宿南口駅前店他5店舗

の改装及び日本橋本町店他4店舗の閉店に伴う設備

の廃棄によるものであります。 

※２ 固定資産廃棄損 

主として、ニューヨーカーズ・カフェ銀座マロニエ

通り店の閉店に伴う設備の廃棄によるものでありま

す。 

※３ 減損損失  

当事業年度において、以下の資産グループについて

減損損失を計上しております。 

当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位と

して、店舗を基本単位とした資産のグルーピングを

行っております。 

 営業活動から生じる損益が継続してマイナスであ

る資産グループについては、帳簿価額を回収可能額

まで減少し、当該減少額28,051千円を減損損失とし

て特別損失に計上しております。なお、当該資産グ

ループの回収可能価額は、使用価値により測定して

おり、将来キャッシュ・フローを1.1％で割り引い

て算定しております。 

場所 用途 種類 
減損損失
（千円） 

東京都他 
店舗(8店

舗)  

建物  27,080

工具、器具及び備品  971

計       28,051

※３ 減損損失  

当事業年度において、以下の資産グループについて

減損損失を計上しております。 

当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位と

して、店舗を基本単位とした資産のグルーピングを

行っております。 

 営業活動から生じる損益が継続してマイナスであ

る資産グループについては、帳簿価額を回収可能額

まで減少し、当該減少額 千円を減損損失とし

て特別損失に計上しております。なお、当該資産グ

ループの回収可能価額は、使用価値により測定して

おり、将来キャッシュ・フローを ％で割り引い

て算定しております。 

場所 用途 種類 
減損損失
（千円） 

東京都他 
店舗(10店

舗)  

建物  77,441

工具、器具及び備品  2,325

計       79,767

79,767

0.9

 ※４ 固定資産売却損 

厚生施設の売却によるものであります。 

 ※４ 固定資産売却損 

本社の売却によるものであります。 
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前事業年度（自平成21年４月１日 至平成22年３月31日） 

自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）1.普通株式の自己株式の増加901株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

2.普通株式の自己株式の減少12,000株は、ストック・オプションの行使による減少であります。 

当事業年度（自平成22年４月１日 至平成23年３月31日） 

自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）1.普通株式の自己株式の増加100株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

2.普通株式の自己株式の減少9,000株は、ストック・オプションの行使による減少であります。 

（株主資本等変動計算書関係）

  
前事業年度末株式
数（株） 

当事業年度増加株
式数（株） 

当事業年度減少株
式数（株） 

当事業年度末株式
数（株） 

普通株式（注）1,2  160,762  901  12,000  149,663

合計  160,762  901  12,000  149,663

  
前事業年度末株式
数（株） 

当事業年度増加株
式数（株） 

当事業年度減少株
式数（株） 

当事業年度末株式
数（株） 

普通株式（注）1,2  149,663  100  9,000  140,763

合計  149,663  100  9,000  140,763
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前事業年度(平成22年３月31日） 

子会社株式及び関連会社株式(貸借対照表計上額 子会社株式6,000千円)は、市場価格がなく、時価を把握する

ことが極めて困難と認められることから、記載しておりません。 

  

当事業年度(平成23年３月31日） 

子会社株式及び関連会社株式(貸借対照表計上額 子会社株式6,000千円)は、市場価格がなく、時価を把握する

ことが極めて困難と認められることから、記載しておりません。 

  

（リース取引関係）

前事業年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

リース取引に関する会計基準適用初年度開始前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引（借主側） 

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額

及び期末残高相当額 

（注） 取得価額相当額は、未経過リース料期末残高

が有形固定資産の期末残高等に占める割合が

低いため、支払利子込み法により算定してお

ります。 

  工具、器具及び備品

取得価額相当額 千円170,820

減価償却累計額相当額 千円95,136

期末残高相当額 千円75,684

リース取引に関する会計基準適用初年度開始前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引（借主側） 

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額

及び期末残高相当額 

同左 

  工具、器具及び備品

取得価額相当額 千円170,820

減価償却累計額相当額 千円129,300

期末残高相当額 千円41,520

２．未経過リース料期末残高相当額 

（注） 未経過リース料期末残高相当額は未経過リー

ス料期末残高が、有形固定資産の期末残高等

に占める割合が低いため、支払利子込み法に

より算定しております。 

１年内 千円34,164

１年超 千円41,520

合計 千円75,684

２．未経過リース料期末残高相当額 

同左 

１年内 千円34,164

１年超 千円7,356

合計 千円41,520

３．支払リース料及び減価償却費相当額 

支払リース料 千円34,164

減価償却費相当額 千円34,164

３．支払リース料及び減価償却費相当額 

支払リース料 千円34,164

減価償却費相当額 千円34,164

４．減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額

法によっております。 

４．減価償却費相当額の算定方法 

同左 

オペレーティング・リース取引 

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のもの

に係る未経過リース料 

１年内 千円11,732

１年超     －千円

合計 千円11,732

オペレーティング・リース取引 

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のもの

に係る未経過リース料 

１年内 千円12,198

１年超 千円99,623

合計 千円111,822

（有価証券関係）
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 （注） １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。 

該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

前事業年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

1株当たり純資産額 円 銭 753 30

1株当たり当期純利益金額 円 銭 4 18

1株当たり純資産額 円 銭 771 79

1株当たり当期純利益金額 円 銭 23 20

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額 
円 銭 4 17

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額 
円 銭 23 20

  
前事業年度 

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

１株当たり当期純利益金額            

当期純利益（千円）  25,497  141,780

普通株主に帰属しない金額(千円)  －  －

普通株式に係る当期純利益（千円）  25,497  141,780

期中平均株式数（株）  6,094,656  6,110,115

             

潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額            

当期純利益調整額（千円）  －  －

普通株式増加数（株）  18,840  651

(うち新株予約権) (18,840) (651) 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

1株当たり当期純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要  

普通株式の期中平均株価が行使

価格を下回るため希薄化効果を

有していないため潜在株式調整

後１株当たり当期純利益金額の

算定に含めておりません。  

期中平均株価   396円  

平成17年６月29日定時株主総会

決議ストック・オプション 

（新株予約権300個） 

普通株式   300,000株 

行使価格    447円  

普通株式の期中平均株価が行使

価格を下回るため希薄化効果を

有していないため潜在株式調整

後１株当たり当期純利益金額の

算定に含めておりません。  

期中平均株価   円  

平成17年６月29日定時株主総会

決議ストック・オプション 

（新株予約権 個） 

普通株式    株 

行使価格    円  

383

300

300,000

447

（重要な後発事象）
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